
分野を営業とする 材) 鉄道の特殊性にかんがみ建設改良の項

を設置する。

以上の分類を図解する主下図となる。

促進

A B C DEFG  H JK  

能 人眠術施耶船 柚 営干盛

てつどうと う

あるが， これが制度化されたのは， 明治 42 ・ 5 鉄道統計報告IJiJ

(主主第 404 号)，鉄道省年報絹さん手続(達第 413 号)として定め

られたのが最初Jである。その後数回の改正で， 昭和 2 ・ 3 鉄道統

計鋭ftlJ(迷第 295 号)となり ，年幸誌編さん内容も第 1 繍迩輸 ・ 経

浬 ・ 職員， ~l; 2 綱建設 ・ 工務 ・ 工作 ・ 電気 ・ 研究， 告In 編監督

と各系統の主主Eなものをまとめ， 一応統計休系をととのえま~録

綴さんした。終戦後統計の重要性について，内外ともに特別の

関心をもつようになり，国鉄においても適切な統計資料を作成

すると ともに，統計 II~務の総合調整を行う ため，従来の規則の

条文を根本的にあらためる必要があったので，鉄道統計規則を

廃し， 鉄道統計規位。!日和1 25 ・ 10 総裁逮第 509 号)として，従米

の年報網さん主体から， 規程の内容主体を鉄道統計の根幹とな

る鉄道統計の体系鮭仰を行うための総合調整の方法と ， そのー

潔として行う統計報告類の登録制および鉄道統計委員会の設置

等の条項に改めた。なお従来は鉄道統計年報が発表されていた

が， これは発表J!JJ 日がi座れ， 一般の利用に不使があったのてら

記 事 瑚 品盟問舶送 業備投 この欠陥を~iIìって資料の迅速な発表 ・ 正確な数字 ・ 総合的な内

(浅井 1;t) 容を回殴として，新たに鉄道統計月報および鉄道袈覧を加えて，

てつど うとう けいきてい 鉄道統計規程 現在に至ったのである。

1 沿 革 2 鉄道統計規程の俄成

鉄道の迎営状磁を総合的に，は悔した基本統計資料として (1) 鉄道統計の目的 (2) 総合調整および編集の滋|剥 (3) 

明治 38 年ころから， 鉄道統計年報が綴さん作成されていたので 総合調盤の方法 (4 ) 統計報告類の登録 (5) 鉄道統計委員会

鉄道統計年報の変滋

鉄道局年暫i
逓伯省 1 明治 40 年度 統計資料 鉄道省 23 の 2 昭和 8 年度 鉄道統計 | 迷総省 36 の 3 昭和2 1年度
鉄鉄 道局

統計図表 道院 2 明治 44 年度 " " 23 の 3 " "昭和二十二年度戦以降は 37 の l 昭和22年度

" " 3 大正 1 年度 " " 24 の 1 昭和 9 年度 第一組運絹輸‘ 員、経
1/ P..II, 第二 施編設、督工の作三、 37 の 2 " 

" " 4 " 2 年度 " " 24 の 2 " "電気、 第三 ~ 
37 の 3 " 

" " 5 " 3 年度 " " 24 の 3 " 
"綱に絹さんした

" " 6 " 4 年度 " " 25 の l 昭和10年度 鉄道統計 述輸省 38 の 1 1昭和23年度

7 " 5 年度 " " 25 の 2 " " " 38 の 2 " " " 
統計資料 8 " 6 年度 " " 25 の 3 " " 38 の 3 " " 

" " 9 " 7 年度 " " 26 の l l1rnミIII年度 " 日 本道
国有、‘鉄職'rtt " " 10 " 8 年lit " " 26 の 2 " 第一絹述 、経理 員 39 の l 昭和24年度

鉄道省料 鉄道 zî 11 " 9 年度 " " 26 の 3 " 
第二縮施設輸、 工作 気

39 の 2 " 統 計 資 鉄附道録統計累年表
" " 12 " 10 年度 鉄道統計 " 27 の l 昭和 12年度 39 の 3 " 

" " 13 " 11 年度 " " 27 の 2 " 昭和二十五輸{自年(鉄動度道車以)) 降は"第一編述 、 第第
" " 14 " 12 年度 " 27 の 3 " "二鋼連繍 40 の l 昭和25年度

" " 15 " 13 年度 " " 28 の 111/，l和 13年度 三綱連総(航路)経、 第四 40 の 2 " "組込[転、 第組五編 理‘編資

昭建究輸和、設元. 第、年職工三度品務綴以、、 降は第、‘ m一第気組二、 16 の 111百事11 年度 " " 28 の 2 " "材、 第六職只、第七巡 経理
厚生、第八絹施十設、第

絹研組究 監工作督の三組 16 の 2 " " " 28 の 3 " "九細工作、 第鋼電気

に さん した 16 の 3 " " " 29 の 11昭和14年度 " " 41 の l 昭和26年度 |

" " 17 の 1 昭和 2 年度 統計資料 " 29 の 2 " " " 41 の 2 " 
" " 17 の 2 " " " 29 の 3 " " " 42 の 1 昭和27年度

" " 17 の 3 " " " 30 の 1 昭和15年度 " " 42 の 2 " 
" " 18 の 1 1/ 3 年度 " " 30 の 2 " 昭和二十連‘(自第八倫動年四(鉄車度絹道)迎以、 ) 降は第一編 、第二

統 計 資料 鉄道省 18 の 2 " " " 30 の 3 " 編(船述舶紛) 絹迎第転三、 綱第 43 の 1 昭和28年度

" " 18 の 3 " " " 31 の 1 昭和16年度
五絹経題、 第資材第六編職 43 の 2 " 

" " 19 の 1 昭和 4 年度 " " 31 の 2 " 品施、 厚生、 七編建設第 ‘ 

" " 19 の 2 " " " 31 の 3 " 
段、 第八綴工作‘ 九

綱電気、 第十編公安

" " 19 の 3 " 陸資巡統計料 " 32 昭和17年度 " " 44 の I 昭和29年度

" " 20 の l 昭和 5 年度 " " 33 昭和18年度 " " 44 の 2 " 
" " 20 の 2 " " 辿輸通信省 34 の l 昭和19年l立 " " 45 の i 昭和30年度

" " 21 の 1 昭和 6 年度 " " 34 の 2 " " " 45 の 2 " 
" " 21 の 2 " " " 34 の 3 " 第一綱繍運、(第船輸第四舶六(絹鉄)編、E道第Ii資転)三、材、綱第第、 ( 一縦巡 自

" " 21 の 3 " " 述輸省 35 の 1 昭和20年度 動11i)‘五 46 の l 昭和31年度

" " 22 の l 昭和 7 年度 " " 35 の 2 " 
綱経坦 第

46 の 2 " 七綱取‘施員設、厚生、 第八編
" " 22 の 2 " 鉄道 統 計 " 35 の 3 " 建設 ‘ 第九編工作、

" " 22 の 3 " " " 36 の l 昭和21年度 第十綱電気、第十一編公
安

" " 23 の 1 昭和 8 年度 " " 36 の 2 " 




